
第２０章．環境 

相互に補完的な貿易及び環境に関する政策の促進、高い水準の環境の保護及び効

果的な環境法令の執行の促進、貿易に関連する環境問題に対処するための締約国の

能力を高めることを目的として、環境に関する多数国間の協定の約束の確認及び更

なる協力のためのルール、漁業の保存及び持続可能な管理に関するルール、野生動

植物の違法な採捕及び取引に対処するためのルール等について規定。 

日本は既に高いレベルで環境保護施策を講じており、ＴＰＰ協定において他の締

約国も高水準の規律に服することが明確化されたことで、対等な競争条件が整い、

健全な競争が確保される。 

（参考）ＷＴＯには環境に関する協定はなく、また、我が国が締結済みのＥＰＡにおいて

も、環境に関する規定が設けられた例はあるが、独立の章が設けられたことはない。 

 

漁業補助金に関しては、①漁獲に対する補助金であって、濫獲された状態にある魚

類資源に悪影響を及ぼすもの、②ＩＵＵ漁業※に従事する漁船に対して交付される漁

業補助金を禁止している。持続的漁業の発展、多面的機能の発揮や震災復興に必要な

日本の漁業補助金については、禁止される補助金には該当せず、引き続きその交付が

可能。 

※ＩＵＵ漁業･･･違法な漁業、報告されていない漁業及び規制されていない漁業（illegal, 

unreported, and unregulated fishing） 


